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吉田学術教育振興会 

令和５年度 教材活用状況報告書 

 報告日 令和５年１２月２８日 

公益財団法人吉田学術教育振興会 

理事長 山倉 修一 殿 

学校名 久留米市立宮ノ陣小学校 

報告者 教頭 深野良介（連絡先 TEL：0942-33-4315） 

寄贈品 MESH ブリッジ 

活用状況    （使用者）理科専科教員（使用内容）第６学年理科「私たちの生活と電気」 

（使用頻度）上記の単元において、２学級で８時間程度 

申請当初の 

目的達成状況 

本校児童のプログラミング的思考を教科「理科」において育成していくため

に、学習活動として体験的に実施するという目的は達成することができた。 

教育的効果につい

て所見等 

今後の社会で求められる論理的な思考力を育成していくための体験として 

大変意義のある学習を位置付けることができた。 

活用状況の写真等（当日の様子など） 

① MESH に触れよう（１、２時間目） 

・各名称を知る → 充電と起動を行う → 起動 

・光ブロックや人感ブロックを使って音を鳴らすプログラミングを行う。 

 

② エコな明かりをプログラミングしよう（３、４時間目） 

・コンデンサと光ブロックを使って LED を光らせる。 

・エコな明かりについて考える 

・場所や状況を考えて、エコな明かりのプログラミングを考える。 

・MESHを使ってエコな明かりのプログラムをつくる 。  

 

 

 

 

 

【写真 協働的にプログラミングを検討する様子】 

 

今後の活用見通し・課題 

○６年生単元「私たちの生活と電気」で毎年 MESH に触れて、プログラミング的思考を育成し 

ていきたい。課他教科やクラブ活動等での活用など汎用的な活用の仕方を検討していく必要 

がある。 



 


